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京都大学大学院教育学研究科附属臨床教育実践研究センター主催

「心の教育」を考える
21回リカレント教育講座

1. 実施期間・場所

2. 受講資格

3. 受講料

4. 定　員

5. 申込方法

6. 申込先

7. 申込締切日

8. 受講決定通知および受講料支払い方法

期間：平成 29年 8月 20 午前 4午後 時
場所：京都大学百周年時計台記念館　

6,200 円

事例に関する守秘義務を守れる方。
・幼・小・中・高校教諭、教育相談・生徒指導担当教諭、養護教諭等の学校教育関係者
・学校臨床心理士等の心理臨床専門家、心理臨床専攻の大学院生

100 名 (先着順 )

①②を下記の申込先へお送りください。

①申込書：所定の事項をご記入ください。
②官製はがき：受講通知の返信に使用します。ご自分の住所、氏名をご記入ください。
　　　

＊昼食、宿泊については各自でご手配ください。

〒 606-8501

平成 29年 6月 30 先着順。定員になり次第締め切ります

期日 7 月 28 日 ( 金 ) 厳守でお願いします。
なお、入金後の返金はできかねますのでご了承ください。

 京都市左京区吉田本町
 京都大学教育学研究科総務掛「リカレント教育講座」係宛

講 座 日 程

事例研究

事例研究は、以下の４分科会に分かれ、少人数で秘密を厳守して事例の検討を行います。
全体会は、4分科会の参加者と講師が集まり、振り返りと全体討論を行います。

＜講師＞ 第 1 分科会
松下姫歌(京都大学大学院教育学研究科准教授)第 2分科会
岡野憲一郎 (京都大学大学院教育学研究科教授)

第 3分科会 沢崎俊之

第 4分科会 浅田剛正

(京都大学大学院教育学研究科附属臨床教育実践研究センター客員教授/
埼玉大学教育学部教授)

8月　20日（日）

14:00～16:30

　     　受付 9:30 ～  9:50

シンポジウム10:00 ～13:00
岡野憲一郎 (京都大学大学院教育学研究科附属臨床教育実践研究センター長）

＜シンポジスト＞野末武義(明治学院大学心理学部心理学科教授)
「子どもの心と親の夫婦関係：家族療法とアサーションの観点から」

「教育現場等における事例の検討」

　     　挨拶 9:50 ～  10:00

＜司会＞ 松下姫歌 (京都大学大学院教育学研究科准教授)

鳥井敬子(京都市教育相談総合センターカウンセリングセンターカウンセラー)
「学校現場での家族支援」

「家族の理解とその支援」

第

－家族の理解とその支援－

全体会 16:35～16:50

9時 ～

・児童養護施設等の関係者

＊参加分科会に関するご要望があれば、お書きください。
　ただし、ご要望に沿えない場合もございますので、ご了承ください。

事例発表を希望する受講者は、事例の概要を記載してください。事例は過去のものでも
結構です。また、必ずしも｢家族の理解とその支援｣に関連する内容のものでなくても結構
です。数名の方に発表していたいただき、討論の基礎とします。事例発表者には、後日
ご連絡いたします。

50分30分

内田利広 (京都教育大学教授)
「学校臨床における家族への支援―親の期待をめぐって」

7月中旬に、返信用はがきにて、受講通知、参加していただく分科会、受講料の振込方法を
案内いたします。はがきをお受け取り次第、受講料を銀行振り込みしてください。

(京都大学大学院教育学研究科附属臨床教育実践研究センター客員准教授/
新潟青陵大学大学院臨床心理学研究科准教授)

日 (   )    日

日(金)

要項・申込書はダウンロードできます。

臨床教育実践研究センターでは、平成9年の設立以来、学校教育現場等で子どもに関わる専門家を対象として、
子どもの心や教育について考える「リカレント教育講座」を年一回開催してまいりました。

第21回となる今年度は、
“家族の理解とその支援”を全体テーマとしてシンポジウムと事例検討会を企画いたしました。

近年の教育現場においては、子どもたち自身に目を向けることと同時に、
その家族をどう理解し、どう支えていくのかという視点を持つことがますます重要になってきています。

本講座では、教育現場における家族の問題に焦点を当て、その理解と支援のあり方について考えを深める機会にできればと思います。
午前中のシンポジウムでは、「家族の理解とその支援」をテーマに、

臨床心理学や学校教育の領域で経験豊かな先生方をシンポジストとしてお招きし、それぞれの立場からお話しいただきます。
午後の分科会では、教育現場等における個別事例について丁寧に検討し、
より良い理解と支援のあり方を模索する機会にできればと考えております。

シンポジウムと合わせまして、参加者の皆様とともに、広い視野から心や教育についてじっくりと考える機会になれば幸いです。
多くの皆様のご参加をお待ちいたしております。

受講者募集要項

お問合わせ先 〒 606-8501　京都市左京区吉田本町　TEL 075-753-3052　FAX 075-753-3018

URL http://www.educ.kyoto-u.ac.jp/archives/5253

URL http://www.educ.kyoto-u.ac.jp/archives/5253


